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研究成果の概要（和文）： 

地域一般住民を対象として、中心動脈圧、AI、上腕血圧と心電図 ST-T異常、眼底異常と
の関連を検討した。男女ともにおいて、中心血圧値、AI値の高値と、心電図 ST-T異常や眼
底異常との関連が認められた。高齢男性において、中心血圧は心電図 ST-T異常との関連は
上腕血圧と心電図 ST-T異常との関連よりも強かった。また、AIと心電図 ST-T異常との関連
は高齢男性より中高年男性で強かった。  
 

研究成果の概要（英文）： 
We examined the associations of central aortic pressure, augmentation index (AI) and 
brachial blood pressure with ECG ST-T abnormalities and retinal changes in the general 
population. Men and women with high levels of central aortic pressure and AI had higher 
prevalence of ECG ST-T abnormalities and retinal changes. Central aortic pressure was 
strongly associated with ECG ST-T abnormalities than brachial blood pressure in elder 
men. The relationship between AI and ECG ST-T abnormalities was stronger in middle-aged 
men than in elder men. 
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１．研究開始当初の背景 

中心動脈圧、AI（augmentation index：

左心室からの駆出圧波と末梢からの反射

圧波の比）が循環器疾患の発症を予測さ

れることが報告され、ヨーロッパ高血圧

学会と心臓学会による2007年版の高血圧

管理ガイドラインを通じて、中心動脈圧、

AI測定の重要性が世界中に注目されるよ

うになった。特に中心動脈圧、AIについ

ては、疫学調査により、循環器疾患の発

症リスクであることが報告されている。

また、中心動脈圧は左心室の駆出圧波と

末梢動脈からの反射波（後負荷）総和と

して、主要臓器の動脈にかかる圧負荷を
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反映する重要な指標である。早期動脈硬

化の病態解明に関する少数例の臨床研究

において、中心動脈圧、AIが高（LDL）コ

レステロール血症者や、頸部動脈硬化お

よび左室肥大を有する者で高いことが報

告されている。また、喫煙・飲酒などの

生活習慣との関連も報告されている。し

かしながら、これらの報告は、欧米の研

究によるものである。日本人は欧米人と

は異なり脳卒中が多く、虚血性心疾患の

少ない、この背景として、血圧の影響が

大きく、血清脂質の影響の小さいという

特徴がある。しかしながら、日本人では

中心動脈圧については、未だ確立した見

解は得られていない。中心動脈圧が左心

室の駆出能と末梢動脈の後負荷の総和と

して、特に日本人において、循環器疾患

発症の主なリスクファクターである高血

圧を促進と抑制するような生活習慣との

関連が強い可能性がある。 

したがって、中心動脈圧、AIと生活

習慣の関連や循環器疾患の危険因子、動

脈硬化、動脈血管内皮機能への影響を検

討することは、循環器疾患予防のために

重要な課題と考えられる。しかしながら、

一般住民を対象とした疫学研究は、国内

外を問わず未だない。 
 

２．研究の目的 

本研究は、地域の一般住民と職域勤務

者を対象として、中心動脈圧が早期動脈

硬化の進展に及ぼす影響について、明ら

かにすることを目的とする。 

① 中心動脈圧と睡眠、喫煙、飲酒など

の生活習慣との関連を分析し、生活

習慣因子による中心動脈圧の変動

への影響を明らかにする。 
② 中心動脈圧と循環器疾患の危険因

子（心電図異常、眼底異常）との関
連を分析し、動脈硬化の形態的変化
や生理的な変化をもたらすか否か
を明らかにする。 
 

３．研究の方法  

秋田県、茨城県、大阪府八尾市の 3地区
において、循環器健診受診者中 40-84歳の
男性 974人、女性 1,350人を対象に、中心
血圧計（HEM-9000AI、オムロンコーリン社
製）を用いて、中心動脈圧・ＡＩを測定し、
同時に、喫煙、飲酒、睡眠の質、運動など
の生活習慣や従来の循環器疾患の危険因
子、並びに動脈硬化の血液指標を測定し、
心電図 ST-T異常と眼底異常を用いて、早
期動脈硬化と判断した。心電図 ST-T異常

はミネソタコード４-１～4-5と 5-1～5-5
とし、眼底異常は高血圧性変化あるいは動
脈硬化性変化（Scheie's分類 I度以上）と
した。解析において、中心動脈圧値、AI値
と上腕血圧を 3分位に分け、それぞれの低
値群を基準とし、循環器疾患の危険因子で
あり動脈硬化性臓器障害指標である心電
図ＳＴ-T異常と眼底異常のオッズ比を算
出した。解析において、降圧剤服薬者を除
いて、男性 739人、女性 1,023人を対象に、
年齢、肥満度（ＢＭＩ）、血清総コレステ
ロール値、HDL‐コレステロール値、中性
脂肪、飲酒・喫煙（なし、やめた、あり）
と糖尿病既往の有無を調整した。 
 

４．研究成果 
地域一般住民において、男女ともに中心

血圧値と AI 値は収縮血圧値とは正相関、
身長とは負の相関を示し、また、AI 値は
HDL-コレステロール値や体重と負の相関
を示した。 
男女ともにおいて、中心血圧値 AI 値と

上腕血圧の低値群に比べ、中心血圧値、AI
値と上腕血圧の高値群において、心電図
ST-T 異常と眼底異常の頻度が有意に高か
った。中心動脈圧、AIと上腕血圧の低値群
に比べ、それぞれ高値群における心電図
ST-T 異常の多変量調整のオッズ比（95％
CI）は、男性では 3.1（1.7-5.6）、2.1
（1.2-3.8）と 2.4（1.3-4.5）であり、女
性では 1.7（1.1-2.5）、1.4（0.9-2.0）と
1.5（1.0-2.2）であった。眼底異常の多変
量調整のオッズ比（95％CI）は、男性では
4.0（2.3-6.7）、1.5（0.9-2.4）と 4.8
（2.7-8.5）であり、女性では 2.0（1.2-3.4）、
1.4（0.9-2.3）と 3.5（1.9-6.3）であった。 
さらに、上記の関連を年齢区分別（40～

69歳と 70歳以上）に検討した。40～69歳
の群において、男女ともに、中心動脈圧、
AIと上腕血圧の低値群に比べ、それぞれ高
値群における心電図 ST-T異常の多変量調
整のオッズ比は、有意に高かった。70歳以
上の群において、高齢男性では、中心血圧
は心電図 ST-T異常との関連は認められた
ものの、上腕血圧と心電図 ST-T異常との
関連は認めなかった。また、高齢男女とも
に AIと心電図 ST-T異常や眼底異常との関
連は認めなかった。中心血圧と眼底異常と
の関連は、男性のいずれの年齢群と中高年
女性において有意な関連は認められた。  
以上により、男女ともにおいて、中心血

圧値、AI 値の高値と、心電図 ST-T 異常や
眼底異常との関連が認められた。高齢男性
において、中心血圧は心電図 ST-T 異常と
の関連は上腕血圧と心電図 ST-T 異常との
関連よりも強かった。また、AI と心電図
ST-T 異常との関連は高齢男性より中高年



男性で強かった。  
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